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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 1 2 4 9 0 0 4 1 3 4 4 1 0 0
9 * 1 4 0 1 2 3 2 1 6 7 2 5 0 0
10 * 4 5 8 9 4 5 5 3 2 5 3 0 0 0
37 * 0 0 1 5 2 2 0 1 3 4 0 2 0 0
74 * 1 5 6 11 3 5 0 1 9 10 4 5 0 2
7 0 1 7 1 1 0 0 0 1 1 2 1 1 0 0
32 0 0 0 0 2 0 0 0 2 1 3 2 0 0 0
35 0 0 0 3 5 2 2 1 1 2 3 0 0 0 1
39 0 1 2 0 1 2 2 1 0 1 1 1 0 0 0
56 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
9 25 23 44 15 19 15 11 28 39 17 14 0 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 4 14 3 3 2 3 8 11 2 2 0 0
12 * 1 4 1 2 0 2 4 2 3 5 0 4 0 0
14 * 2 5 10 22 5 8 5 4 4 8 6 0 0 0
17 * 1 6 1 2 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0
28 * 0 0 3 4 0 0 1 0 5 5 7 6 0 0
9 0 2 6 2 6 2 2 3 1 0 1 1 1 0 1
11 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
15 0 0 0 1 2 0 0 2 1 0 1 1 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

1 0 0 0 0
6 22 22 52 10 15 20 11 20 31 20 15 1 1

Team / Coach:

合　　　計
27.3% 42.3%RATE

中村　直之 -

66.7%

Team / Coach:

合　　　計
36.0% 52.3% 78.9%

龍谷大学
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0 -
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0
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甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

細井 元貴 0
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敗チーム

5
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-
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畑段 利隆 5

男子 ２部リーグ戦
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細原 郁哉 4

記録 関西学生バスケットボール連盟
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大和 倫矩 5 28
田邊 彬

龍谷大学

主審 澤井　浩史 副審 木村　健太郎

勝ち点　0
コ ー ト

戦評
【総括】
リーグ戦二日目、昨日黒星をつけてしまった龍谷大学は、白星を手に入れたい。対して、昨日の流れのまま1部昇格に
向けて確実に白星を取りたい甲南大学。前半戦、お互いにエースを中心に一歩も引かない激しい試合を繰り広げた。
だったが、インサイドの堅実な攻めで徐々に点差を広げていき、甲南大が白星を手に入れた。
【第1ピリオド】
スタートは甲南大#10佐藤の3Pシュート、龍谷もインサイドの攻めで点を取り返すが、甲南大#10佐藤の連続3Pシュート
で差を広げられる。一方、龍谷大も速いパス回しで攻めるも、ミスが目立ってしまう。これを機に甲南が怒涛の攻めを開
始する。そんな中、龍谷#14田中の鋭いドライブが流れを変えて両者一歩も譲らない接戦を繰り広げる。その間に、お互
いチームファールが溜まり熾烈な点取り合戦となり、22－22と同点のハイスコアゲームで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
龍谷大はインサイドの攻めで一歩リード、それに対し甲南大も攻めていくが、なかなかプレーがうまく決まらぬ間に、龍
谷大が波に乗り得点していくが、再び甲南大#10佐藤の3Pシュートで調子を取り戻し＃7畑段の好ディフェンス、#32細井
の力強いリバウンドで攻めを増やし、#10佐藤がさらに得点し、遂に龍谷をリードする。それに畳み掛けるようにオール
コートマンツーマンディフェンスでカットの回数を増やす。龍谷大は必死にディフェンスするがファールが多くなってしま
う。37ー35と甲南大がリードしたまま後半戦へ。
【第3ピリオド】
龍谷大は甲南大のインサイドの攻めをどうにか防ぎ#14田中の速攻を決めにかかる。だが、甲南大の好ディフェンスで
これを防ぎ＃10佐藤のインサイドプレーで得点していく。龍谷大も負けじと#17萩原の3Pシュートで再び一進一退の点取
り合戦へもつれこむも甲南大は堅実にインサイドを攻め、じわじわと差が広がる。それに追い打ちをかけるように#5田邊
のミドルシュートが決まる。龍谷大も合わせたりして得点するも57－51と甲南大がリードを広げ、第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、甲南大はインサイドへの攻めで10点差をつける。しかし龍谷大#9吉田の3Pシュートで点差を一桁に戻し、
ディフェンスを1-3-1ディフェンスに切り替えるも甲南大は#5田邊・#10佐藤・#7畑段の3Pシュートで引き離す。加えて龍
谷大は残り約4分のところでチームファールが溜まってしまい、甲南大にさらに攻め手を与えてしまい、焦りのためか3P
シュートが多くなる。終盤、差が開くと甲南大は時間をかけた攻めで龍谷大に攻めの機会を与えず88-72で甲南が勝利
した。
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